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ヂ
i
bび

市
議
会
議
員
の
選
挙

q
H
U月

mn拐
に
決
ま
つ
ま
し
た
。

我

係

予

の

明

臼

は

、

以

た

ち

市

災

一

人

…

人

め

カ

マ

つ

く

る

の

で

十。
9
月
2
日
現
在
の
山
花
時
吋
円
以
録
時

め
緑
地
惜
お
数
H
M

、
男
子

2
万
4
5

7
1名
、
女
子

2
r
H
5
3
3
1名

合
計
4
万
9
5
0
2
名
マ
す
。

今
闘
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
有

機
者
数
は
、

5
万
人
を
掛
階
、
え
る
日
比

門
前
一
で
す

C

M
帆
L

た
ち
は
み
な
、

5
…
力
分
の

l

mu
カ

を

持

っ

て

い

る

わ

け

で

す
'
3

5
万
八
刀
の
ー
の
カ
を
積
み
上
げ

て
こ
そ
、
理
初
制
約
な
我
四
知
子
市
が

で
き
る
の
で
す
。

お
帆
た
あ
の
考
え
を
い
決
映
さ
せ
る

た

め

に

も

、

投

漆

g
に
は
一
一
時
ボ
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

私

た

ち

は

、

未

来

を

つ

く

る

ゑ

役
な
の
で
す
。

あ

遊
学
協
同
珊
也
委
日
開
会
は
、
本
年

日
月
間
却
討
を
ち
っ
て
、
任
務
総

了
と
な
る
技
Mm
子
市
総
会
談
焚

柄
引
選
挙
初
日
を
H
H
H
月
6
H
に
告

一一小
2
5
5
1
H
H
n
汀
尚
昆
合
選
挙
的
役

軍
部
市
日
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
滋
世
干
の
執
行
に

間
間
十
品
事
務
日
夜
川
内
次
的

k

お
り
で
す
υ

高
唱
流
儀
補
予
索
引
菅
波
間
明
会

川
同
月
初
5
午
後
1
時
中
市
役
所

内
議
会
第
一
条
ω照
会
主
。

。
立
後
備
附
者
押
掴
山
州
制
期
間
同
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まら 11
で 11月
。月吾
15臼
Eヨヵ、

。
投
開
桝
口
同
同
町

H
H
月
M
W
門ね

門
日
開
唱
旬
、

午
前
7
時吋か

ら
午
後
6
臨時

ま
で
e

拘
留
選
挙
会
(
問
問

銀
事
務

t
A官

E
?
a
r
C
}
ο念4
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6

口
月
刊

ω油
悶
日μ
午午署

後
7
出時吋叩鈴剖分

か、らh

へ
我
孫

子
中
学
姉
校
拭
体

あ
な
た
は
政
治
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

i

官
向
賢
幾
男

日開月
S
時
的
告
示
内
日
か
ら

7
日
ま
で
の

2
自問問。

。
楠
樹
党
支
像
機
開
楠
山
同
制
捌
開
問

日府内
8
日
か
ら
H
U
月
刊
同
日
ま

ず
。

@
不
疲
礎
技
酉
概
制
期
間

務
品
開
)

選
市
総
会
議
開
問
巡
挙
い
い
附
附
す
る

山
叩
議
、
附
間
人
口
せ
、
附
咽
山
山
及
び
不

定
翁
投
票
め
で
き
る
時
間
同
は
、

土
、
日
開
噛
日
に
か
か
わ
ら
ず
午

前
B
降
初
分
か
ら
午
後
5
締
ま

で
ぞ
す
@

投
票
の
で
き
る
方
は

市
議
会
議
長
調
中
学
内
幾
何
口
、

役
絞
め
で
き
る
方
は
、
選
挙
人

名
簿
に
授
録
き
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
終
準
に
仲
立
、
滋
挙
管

緩
県
官
民
会
で
誌
、
夜
的
術
開
用
件
げ
に

従
い
、
選
挙
人
名
簿
の
添
加
山
判
定

純
仰
を
一
付
金
い
ま
す
e

ム
宵
選
世
帯
縛
登
録
の
萎
準
同
時

{
市
議
結
宵
決
ゆ
品
)

器
港
間
同
傾
向
刊
日
抑
年
目
μ
月
2
川口

一
時
耳
組
問
隠
絶
品
開
幼
年
H
H

月
3
日

溌
地
中
人
名
簿
的
縦
約
胤
糊
期
間
同

昭
和
総
年
日
丹
4
8
か
ら
お
月

5
日
ま
で

実
殺
菌
研
の
官
、
者
る
労

山
年
帆
抑
制
賞
作

mm
制
問
初
年
H
H
n
円
刊
訂
日
以
総
に

出
ゑ
し
た
持
で
、
仰
の
婆
件
を

融
問
え
て
い
る
丹

川
山
れ
は
所
割
前
作

岡
崎
務
印
年
草
月
2
日
以
前
か

ら
引
き
絞
き
俗
的
に
ル
悼
み
、
か

っ
役
目
民
法
本
ム
口
授
に
記
録
寺
社

て
い
る
方
、

V
九
転
入
即
物
け
泌
を

投
票
日
に
都
合
の
惑
い
方
は
一

不
在
者
投
襲
を
一

る
と
き
は
、
そ
の
病
院
長
に
対

し
て
、
そ
の
徳
川
同
、
そ
の
慨
院
に

対
し
て
由
申
し
出
て
不
夜
者
投
獅
舶

を
行
な
3

て
ア
き
い
。

な
お
、
銭
円
浴
後
酎
町
村
に
あ

る
方
的
不
絞
殺
投
嬢
は
、
副
都
滋

的
手
続
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

同
時
に
行
な
う
よ
う
に
し
て
下
事

そ
の
品
川
‘
弱
小
部
療
養
山
中
丹
十
々

を
ど
で
、
お
越
の
子
市
砥
日
が
滋

挙
向
日
に
あ
た
る
と
か
、
投
察

院
の
近
く
的
自
に
半
絡
を
弥
日
昔

、
つ
よ
う
を
場
合
は
、
附
部
隊
、
勝

進
綴
な
ど
の
紅
隊
約
世
帯
を
終
っ
て
、

滋
挙
管
制
明
議
員
会
へ
来
て
不
在

者
投
薬
を
仔
な
う
こ
と
が
で
静

ま
す
。投

薬
師
的
当
日
、
投
療
所
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

学
的
に
遜
挙
符
政
委
員
会
に
お

際
い
A
H
サ
下
さ
い
ω

一
千
什
税
者
投
宙
備
は
、
選
教
の
湯

田
や
む
を
得
な
い
附
用
務
や
等
放

の
た
め
、
机
杭
珂
納
品
川
へ
行
っ
て
数

議
で
き
な
い
汚
の
た
め
に
あ
る

縦
波
で
す
切

次
に
紳
融
当
す
る
カ
H
M
、
不
在

者
投
閥
横
が
で
き
ま
す
の

山
川
総
孫
子
中
市
ぼ
域
以
外
丹
市
附
町

村
な
ど
で
、
執
務
又
は
卦
常
務

に
従
前
噺
や
で
ふ
る
方

同
や
む
を
得
な
い
同
刑
務
や
事
故

で
術
的
思
柏
崎
外
に
崎
駅
行
中
文

は
滋
筏
ゅ
の
方
窃

川
円
滑
増
殺
人
が
疾
病
、
品
H
M
問
、
紙

娠
な
ど
で
移
行
が
雄
官
し
く
関

臨
時
な
方
w

あ
る
い
は
、
厳
欽

少
年
院
、
補
導
酔
問
に
向
帆
容
芽

れ
て
い
る
方
。

不
復
者
投
閣
制
に
は

印
纏
を
忘
れ
ず
に

入
場
券
は

ハ
ガ
キ
に
な
り
ま
し
た

の

こ

れ

ま

で

の

投

空

襲

は

ち

皇

帝

ご

と

に

返

上

て

重

た

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
箇
か

J

ら
ハ
ガ
キ
に
変

q
ま
す
。

2
・‘

絞

ら

し

く

な

っ

た

入

場

券

た

(
ハ
ガ
さ
は
、
各
僚
機
内
有
ツ

機
者
一
人
一
人
に
郵
送
き
れ
ま
;

す
が
宅
組
問
機
的
所
へ
綴
き
ま
し

た
ら
、
も
う
一
法
確
認
L
ど
い

た
だ
き
‘
不
足
ま
た
は
緩
か
な

か
っ
た
よ
う
な
待
は
、
早
め
に

選
挙
管
巡
委
照
会
へ
お
側
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

wv描
咽
描

m

千
鶏
燃
東
葛
飾
aA
背

絡
ん
吋
品
自
由
隊
第
…
会
議
出
拠

へ
組
問
戸
市
役
所
議
)

ザ
テ
ー
マ
ー
今
期
不
況
の

特
色
と
こ
れ
か
ら
の
経
済

状
幣
L(

受
裁
は
無
線
で
す
〉

織
し
〈
は
、
誕
地
世
市
鰍
商
巡
委

員
会
へ
〈
m
出
)
1
1
5
1
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ぬ
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1 1 

災
孫
子
併
用
際
同
開
会
の
ど
好
意

で
、
日
酬
略
・
祭
自
で
も
お
原
品
鳴

き
ん
に
み
て
も
ら
え
る
よ
、
ヲ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
制
度
は
る
日
経
・
休
刊
穏

に
急
病
に
者
ら
れ
た
方
を
診
療

す
る
も
の
で
、
同
制
約
か
ら
具
合

が
懇
い
の
を
放
叩
直
し
て
い
た
と

か
、
品
弘
前
併
や
学
校
が
休
み
だ
か

ら
と
い
っ
た
磯
山
崩
に
よ
る
ぢ
を

臨
時
祭
す
る
も
の
で
は
為
号
ま
ぜ

ん。
中
市
民
的
み
を
さ
ん
に
は
、
こ

の
ぷ
を
ど
国
明
解
ね
が
い
「
日
開
鴫

休
日
当
番
災
制
度
L

者
骨
骨
効
に

ご
利
廊
下
き
い
e

白山 2

日
間
明
か
ら
抽
出
凝
縮
酉
理
に

心
が
け
よ
う

小
川
一
切

会
診
療
時
吋
酬
附
は
、
午
前
間
9
時
か

ら
午
後
5
袴
ま
で

③
跡
脚
療
時
間
関
外
的
患
者
事
ん
は
、

救
急
縮
問
院
を
之
制
刊
滋
〈
だ
寺

b
 (

救
執
民
病
院
は
我
孫
子
中
央

機
関
関
・
小
九
覇
防
削
除
・
ア
ピ
コ

外
務
で
す
〉

③
受
帆
跡
的
構
聞
は
、
必
ず
阿
部
険
滋

を
ど
持
参
ア
き
い
。

〈
出
昨
険
組
再
を
持
参
き
れ
な
い

と
市
同
組
問
診
療
に
な
ワ
ま
す
〕

@
目
線
・
休
担
当
刊
誌
m
援
は
、
後

山
研
都
い
た
し
ま
せ
為
。

雲
南
以
外
的
串
著
書
ん
の
診

擦
に
は
、
応
じ
ら
れ
を
い
場

合
が
あ
号
ま
す
。



く
な
っ
て
い
ま
す
a

咽

「
消
え
て
行
〈
獲
物
を
守
附

寺
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い

g

問

と
制
輔
、
フ
人
々
と
と
も
に
、
エ
刊

ど
本
的
可
綿
砕
き
を
見
つ
め
て
聞

い
き
た
い
。
い
と
考
え
て
小
…

綴
号
ん
は
こ
の
会
を
つ
く
り
叩

ま

し

た

。

刷

会

248mに
批
議
決
C

札

一

た
「
端
科
孫
子
i
v
u
ネ
拘
灸
え
問

同
伸
、
会
員
十
数
名
的
ま
ど
小
川

い

き

な

会

で

す

。

問

こ
の
会
法
、
ふ
ピ
ネ
的
栽
叩

拭
畑
、
管
壊
、
斎
的
交
換
、
エ
伽

ど
ネ
に
開
閉
す
る
情
報
的
交
換
仰

な
ど
を
行
を
い
、
野
草
町
プ
剛

リ
ヲ
ン
ス
と
替
わ
れ
る
エ
ピ
ネ
酬

の
楽
し
き
を
鐙
賞
す
る
も
の
川

で

す

。

明

ェ
ピ
ネ
を
も
っ
と
知
り
一
た
叩

ぃ
、
終
附
唱
し
て
み
た
い
方
は
、
川

小
線
級
事
ん
〈
抜
本
5
1
3

川

j
m叫
}
ま
で
泌
総
し
て
み
て
附

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
附附桝

組
問捕制ゆ附刷協酬陶山明開Mm 

欄間

…
 

山
附

(3) 

金畏鐘
欝躍
務

らしるく潤いの
心
臓
病
の

家
臨
看
護

あ
な
た
の
寵
に
は
、
今
ど
ん

な
花
が
咲
い
て
い
る
で
し
ょ
う

ふ
H

骨
制
的
箪
花
に
は
、
ス
ス
キ
、

鏡
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ

を
も
の
が
あ
り
ま
す
。

州
臓
の
筏
や
液
中
小
を
ヂ
絡
に
た

出
制
号
.
学
筋
肉
花
で
、
制
即
納
搬
を

綴
っ
て
み
て
は
い
か
が
℃
し
ょ

、ヲカ奨
し
い
花
を
い
け
る
蒸
醐
聞
は
、

「
切
る
い
「
留
め
る
」
寸
矯
め

る
L

的
三
点
で
す
。

@
切
る
時
の
注
意

茎
や
技
を
切
る
持
は
、
#
才
丹

綬
も
と
、
校
や
葉
の
つ
け
援
の

と
こ
ろ
か
ら
手
早
く
切
る
。
枝

で
も
斡
で
も
す
べ
て
豪
州
側
を
切

る
ニ
と
が
火
切
で
す
。
た
だ
し
‘

前
後
政
省
に
附
附
け
て
き
す
場
合

は
、
反
対
擦
を
終
め
に
切
っ
て

下
さ
い
。
茎
一
や
祉
は
は
余
分
を
目
見

込
ん
で
切
。
花
裂
に
よ
っ
て
最

終
的
に
き
め
て
切
り
ま
す
。

@
留
め
る
帥
吋
の
浅
窓

剣
山
出
品
を
持
ち
い
た
場
合
は
、

十
阜
で
も
箪
で
も
で
き
る
だ
け
踊
慨

も
と
に
近
い
側
部
分
を
終
っ
て
ま

っ
す
ぐ
に
然
ぬ
約
機
に
あ
た
る

ま
で
幸
し
こ
れ
日
よ
う
に
し
ま
し

b
A
w
t
匂

Fa

。
締
閉
め
る
潟
市
町
神
崎
慾

授
と
は
、
品
開
げ
る
と
い
う
こ

と
で
す
窃
本
的
校
を
品
問
団
り
る
脚
吋

は
、
か
な
ら
ず
扇
子
の
総
指
と

務
総
を
晶
曲
げ
た
い
と
患
う
儀
所

に
問
問
を
特
離
さ
な
い
よ
、
?
に
つ
け

て
、
静
か
に
カ
を
入
れ
な
が
ら

自
分
の
身
体
の
方
向
仁
曲
げ
て

申
き
ま
す
σ

い
け
る
降
は
、
中
心
に
な
る

物
会
事
を
い
か

L
て
、
構
成
す

る
の
が
こ
つ
で
す
。

か
た
ま
り
に
な
る
も
の
で
も
、

常
的
高
い
物
と
、
背
的
低
い
物

を
交
互
に
叩
直
き
‘
作
品
に
興
行

を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
t
う。

ま
た
、
い
け
た
も
め
は
も
そ

の
滋
k
総
和
す
る
よ
う
に
、
あ

る
酬
脱
皮
お
織
の
あ
る
鮒
翠
に

淡
く

ψ

い
と
が
ゆ
畿
で
令
。

併
号
認
は
‘

Y
M
こ
の
し
総
に
も
闘
地

ら
れ
る
コ
ス
モ
ス
と
つ
ば
き
を

い
け
た
も
円
で
す
。

コ
ス
モ
ス
は
、
京
玄
山
町
高
〈
、

す
う
と
伸
び
て
い
ま
す
。
ニ
的

作
品
の
コ
ス
モ
ス
の
よ
う
に
重
一

直
に
立
っ
て
い
る
も
町
を
立
態

と
震
い
ま
す
。
(
横
に
は

η
山田

官一
弘、普z，.-/".l、

へち器震のかんさつ

第
一
小
学
校
一
一
一
年

立
十
川
由
希
子
ち
ゃ
ん

「
八
十
八
カ
所
参

9
L

「お

大
師
参
り
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
年
記
の
方
が
口
に
さ
れ
る
丹

を
耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
、

mm閣
に
あ
る
弘
法

大
闘
の
八
十
八
カ
統
的
議
場
を

い
う
も
の
ぞ
ョ
は
じ
め
は
然
教

上
的
悶
閥
的
か
ら
附
輸
出
押
容
が
議
淡

を
…
絞
め
巡
絡
で
券
綴
ず
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
判
的
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

八
十
八
と
い
う
数
は
、
ー
…
ぷ

十
五
仏
名
札
描
開
文
L

に
み
え
る

一
切
世
界
に
常
絵
主
役
す
る
と

さ
れ
る
三
十
五
仏
と
、
「
制
協
議

王
薬
上
二
警
護
経
」
な
ど
に
お

さ
れ
て
い
る
過
去
町
五
十
三
仏

と
を
合
せ
た
も
の
、
あ
る
い
は

八
十
八
伎
の
頚
泌
を
表
わ
し
た

も
め
と
も
い
わ
れ
て
お
号
ま
す
‘

抑
制
謝
聞
は
蛸
明
ら
か
で
は
あ
守
ま

せ
ん
が
、
制
開
館
一
一
一
十
江
一
ヶ
一
駒
滋

札
が
緩
ん
に
な
っ
た
め
が
ゆ
誕
軒
町

、
申
の
び
と
を
擦
る 記

明
(
掛
町
外
一
・
刀
所
〉
叫
柏
市
内
四

カ
品
開
町
一
一
漆
一
一
一
応
に
な
っ
て
お

9
ま
す
。

開
問
丞
者
u
H
帽
眠
党
光
音
禅
師
同
(

一
六
三
一
‘
ere-
七
八
二
一
)
と
い

う
人
で
す
。

品
ん
点
問
機
隣
同
同
、
弘
法
大
阿
倍
加

然
的
行
者
で
、
階
梯
加
問
佐
久
郡
山
博

開
仇
材
利
時
間
出
家
的
公
務
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

十
三
才
師
と
き
双
…
…
刊
に
山
仰
で

期
間
期
郊
の
滋
全
学
問
V

、
一
ュ
十
況
燃

の
と
き
取
4
T
拘
悩
に
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
携
を
倹
り
て
本
紛

の
発
爽
や
乾
物
雑
貨
の
繭
ム
刊
を

払
閉
め
ま
す
が
、
信
仰
心
が
府
中
〈

開
臼
十
八
才
む
と
き
、
取
手
駅
前

に
あ
る
大
臨
時
山
長
禅
寺
に
登
り

伎
謙
と
し
て
生
岬
胞
を
信
仰
で
送

り
ま
し
た
e

こ
の
湖
、
制
刊
綴
川
沿
幽
伴
内
各

約
々
を
巡
っ
て
食
品
唱
を
笈
み
鏑

殺
を
絞
っ
た
り
一
、
紀
州
を
は
ヒ

朝
露
霊
場

八
十
八
カ
所

時
吋
品
円
で
あ
る
ニ
と
か
ら
、
こ
れ

以
後
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は

を
い
か
と
緩
い
ま
す
。

そ
め
後
、
滋
誌
が
隊
機
に
後

滋
し
仏
矧
仇
町
、
文
化
、
大
欲
的
閣

に
は
捕
制
定
…
に
漆
す
る
ほ
ど
会
険

各
地
掛
か
ら
の
w
臨
時
付
殺
で
お
び
た

だ
し
い
数
に
な
っ
た
よ
う
で
す
e

こ
の
よ
う
に
綴
綴
巡
礼
が
磯

ん
に
な
号
ま
す
と
、
各
地
に
こ

れ
に
時
間
し
た
八
十
八
カ
訴
が
つ

〈
ら
れ
、
と
〈
に
甲
斐
箇
(
山

梨
県
)
、
江
戸
、
京
都
仁
和
寺

潜
哨
絞
小
一
波
向
町
田
地
張
知
多
、
下

品
格
制
帽
館
持
者
ど
が
そ
の
代
表
と
い

え
オ
ナ
し
ょ
‘
ヲ
。

ド
品
臨
時
総
館
内
議
場
は
、
千
濃

淡
波
誠
間
終
的
制
緩
川
町
中
期
北
内
総

残
務
に
あ
る
一
一
一

1
開
問
カ
帥
刊
に
ま

た
が
っ
て
お
号
、
糊
仇
夜
的
行
政

俊
一
滋
で
は
、
戦
争
衛
内
五
十
八

方
拡
問
、
我
孫
子
市
内
一
一
十
七
カ

的
、
四
閣
の
八
十
八
カ
所
を
巡

拝
し
て
そ
の
ホ
砂
を
持
滑
り
、

相
制
限
河
川
刊
の
ぷ
十
余
カ
}
術
的
地
ザ
続

や
滋
域
内
波
内
に
務
抽
制
し
た
の

が
粉
除
機
務
内
縁
側
胞
で
あ
号
ま
す
。

州
側
附
問
、
織
物
“
刊
紙
間
同
川
、
隊
総
い
い

し
て
約
六
十
七
々
"
で
気
回
M

附開

T
W地
同
門
を
終
る
こ
と
に
を
っ
て

お
り
ま
す
が
‘
輪
開
…
時
甘
か
ら
燃

に
巡
持
し
ま
す
在
、
そ
の
総
同
組

践
が
五
百
五
十
噌
八
キ
ロ
に
し
げ
及

び
、
相
当
向
日
数
を
饗
し
た
よ

う
で
す
。

布
佐
に
第
-
一
十
一
番
の
札
所

(
勝
蔵
総
)
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
は
制
時
中
、
徴
兵
検
査
均

年
〈
…
日
十
一
銭
)
と
を
か
け
て

徴
兵
舎
脳
波
す
る
た
め
に
、
ぉ

品
す
り
す
る
人
ぴ
と
が
緩
ま
っ
た

k
い
う
級
制
町
内
問
え
ら
れ
て
お
号

ま
す
.

〈
磯
良
樹
輔
さ
ん
議
一
〉

57 



(4) 

脅す盤整轄の

ま監期犠査

商
取
引
(
商
底
・
工
場
主
ど
)

す
る
時
の
一
つ
の
基
準
で
あ
る

質
量
を
計
る
ハ
カ
リ
が
正
確
な

も
の
で
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
取

引
は
、
不
合
理
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
取
引
及
び
証

明
行
為
(
学
校
・
病
院
な
ど
)

に
使
用
す
る
ハ
カ
リ
は
、
毎
年

検
査
を
受
け
、
こ
れ
に
合
絡
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
最
寄
り
の
会
場
で
検
査
を
受

け
て
下
き
い
。

な
お
、
定
期
検
査
を
実
摘
す

る
に
あ
た
り
、
問
月
中
旬
か
ら

日
月
上
旬
ま
で
、
調
査
員
が
樹

脂
、
工
場
、
病
院
、
学
校
を
訪

間

L
、
計
量
器
の
種
類
、
能
力

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
調
査
員

が
ま
い
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

下
さ
い
。

(
商
工
課
)

月日 時間 士号 所 区 }或

12月1日{月) 10-15u!f 市住支局ト 市佐地区全域

12月2日(大) 10-15時 4崎北Ji l苛 ¥ 峠析イのミi、制IB，中旦l，中
地区、

12月3日(付 10-15時 湖北 fI主内f
湖北fi，部部， 部1，，1発地F区'. 
中時，中里町+

都市改1主事務所 出ri，古山.白l 久山寺，家本匝I12月4日(1;) 10-15時
(~~f，品 f 駅前) 封， U，常設， !¥'#1¥ZJ也区

12月5日(旬 1O-15U!j ，fj í~ 所 高野 IlJ，我ドヶ P，区夫 Iし| 
'; ftJ東 f，f.f-J也

12月8日iI日 1O-15U!j " 1見'検告

定期検査日程表

青
色
申
告
を
い
か
そ
う

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制

一
度
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
た
め

一
に
、
自
分
の
所
得
や
税
額
を
正

一
し
く
計
算
し
申
告
す
る
こ
と
が

一
で
き
る
納
税
者
が
一
人
で
も
多

一
く
な
る
よ
う
に
、
青
色
申
告
を

一
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

一
合
青
色
申
告
で
経
理
の
合
理
化

一
と
繁
栄
を
。

一
青
色
申
告
で
日
々
記
帳
を
す

一
る
と
、
お
屈
の
経
営
状
態
が
よ

一
く
わ
か
り
、
経
営
の
合
理
化
が

一
は
か
れ
ま
す
し
、
融
資
を
受
け

一
る
際
に
も
役
立
ち
ま
す
。

一
台
育
色
申
告
申
請
の
手
続
。

一
青
色
申
告
を
す
る
た
め
の
手

一
統
は
、
非
常
に
簡
単
で
す
。
税

一
務
暑
の
所
得
税
部
門
、
市
役
所

一
課
税
課
内
窓
口
で
お
気
軽
に
ご

一
相
談
下
さ
い
。

加
四
一
台
青
色
申
告
の
特
典
。

E
一
①
一
律
一

O
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
特
別
に
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
(
青
色
申
告
投
除
)

也盤習

&盟国rf 

②
家
族
で
事
業
に
専
従
す
る
人

に
支
払
わ
れ
る
給
与
は
、
必
要

経
費
に
な
り
ま
す

U

③
一

O
万
円
の
青
色
申
告
控
除

に
か
え
て
、
事
業
主
に
報
酬
を

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

(
み
な
し
法
人
課
税
制
度
)
を

選
択
で
き
ま
す
。

@
削
々
年
内
所
得
金
領
が
三

O

O
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
現
金

主
義
に
よ
っ
て
所
得
計
算
を
行

な
う
制
度
を
選
択
で
き
ま
す
。

⑤
貸
倒
引
当
金
、
価
絡
変
動
準

備
金
、
減
価
償
却
資
産
的
耐
用

年
数
の
短
縮
左
割
増
償
却
、
損

失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

台
帳
簿
の
記
校
は
。

だ
れ
で
も
、
現
金
出
納
続
全

中
心
と
し
た
簡
易
様
簿
を
用
意

し
て
記
核
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
、
青
色
申
告

会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
共

催
に
よ
る
記
帳
指
導
を
継
続
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

松
戸
税
務
署
(
電
話
)
0
4

7
3
(
臼

)
1
1
7
1

移
動
図
書
館

県
内
移
動
図
書
館
(
ひ
か
り

号
)
が
次
の
と
お
り
巡
回
い
た

し
ま
す
。

無
料
で
す
の
で
ご
利
用
下
さ

スfーション名 駐車場所 駐卒時間 巡同日|

青 山台
同地マーケ 午前10:40 

山 1十
ノト横広場 -11 : 30 1/13， 2/2 

湖北白 京集会所前
午前10・40

10/24， 12/9 -11・30

えバ-.1i 午i圭1: 00 
1/14， 2/27 あらき野 Iコ均的広場 -1 : 50 

一
本
の

タ
バ
コ
か
ら

タ
パ
コ
の
投
げ
品
川
て
、
置
き

忘
れ
に
よ
る
火
災
は
、
火
災
原

凶
の
ソ
ブ
を
よ
山
め
て
い
ま
す
。

タ
パ
コ
火
災
を
な
く
す
た
め

O
必
ず
民
肌
の
あ
る
、
と
こ
ろ
で

す
い
ま
し
ょ

7
0

O
M
mは
大
き
め
の
も
の
を
出

。
版
肌
の
中
に
は
、

b
h
を
入
れ

て
お
く
。

。
寝
タ
パ
コ
、
歩
行
中
町
タ
パ

手
話
講
習
会

保
で
は
、
日
月
末
か
ら
3
月

末
ま
で
船
僑
と
東
金
に
お
い
て

子
話
的
講
習
会
(
毎
週
一
回
)

を
行
な
い
ま
す
ロ
希
望
者
は
、

福
祉
事
務
所

(
M
M
)
1
1
5
1

内
線
2
4
5
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

1
1

∞夕

、Fμ
U
H

ン

提

出

向

日

セ

M

H

3

~

祉

紺

ト

レ

ト

山

w
m
福

、，，
L

明

司

河

口

u

・・

。
の
収
出
9
守

月

党

制

附

明

日

リ

リ

寸

川

J
r
j
l
H，

'
l

ヨ
+
ヘ
山
山

r-
ィ

リ

町

時

所

4

同

月

自

国

明

与
γ

@

@

"年童相訟出=市役所市民ホ ル10.00-15.00 "i) 苅F 苅F 可F 喝F

H>>木
政図育書貸 しz 中党公民館図書室 ~ < 県 1全県J!i:勤務t也付受でか資裕殴稜 強lu 児相訟~J品社センタ 9.30-11.00 82わの に h

13.00-15.00 ~ L部市郁 生和i沼
職便1 < 且 12札 間tll務外H 

17金
4 は ぴ部京出〔月た年33 
3 、 I奇 20男 2年0 員同
1我f，f，県E ffll B (. 4 募ゐま 。 月 4

H~ 土 垂1了11{1 ; 葉F神奈111 で
1 月 集

H 図醤貸出し=q1央公民館図書宅 fJ 2 
ま II

山市役所殴員保用試験=県立我孫子高校
喝F VV  甲

19⑮ 四 四 時 間 峨 倉{J時 zji zrg車時 J
~探鳥会=我f品ごr.Jÿ{今前 9 時集合 j主 67 つ

ん~ 1';¥10ぃ ・ 1 

2([))月
訪心配ごと相誌=福祉センタ-9.削-15.田 区ln凡J民141 で 1 月て察診且問診所保健f白1時0月

市つつじ荘休館日 っ所健{f官県下 2 m 20指三相談草 ・ 30 
さ 5 ¥ij; R 部I勾i か日
い 5 ま び ら{

21火
"法律相該=市役所市民サ ピス謀 ~II~ 0 へ O で 検査給 線X 11木

13.00-15.00 喜 4 1二時)
"図書貸出し=中央公民館図書室 ffiII 7 柏

22水
ゴ却す 闘L 理所川時田 場所 カ期 j 

詰師iすモ砧品 11 技能動率 需t文 九1日23木
v 図書貸出し=中央公民館同書室 げ.a~ Ilti¥"::'分月公のm 月υ 

夕 日官官 1

24金
B 延期午後土( 午後

25土
日図書貸出し=中央公民館図書室 寄f寸 9T 寄付 のす

がかがめ 明 8 

26⑤ z 日曜当醤医='1'7~1rJ f7t U ¥do! Ulfl り]祉1面 りと 宅J

10 e 1こ空 tL い

27月
日心配ごと相怒=湖北古支所 9.00-15.00 後月 汽と Eべ自ら 言語 ( 
四つつじ荘休館日 3円 3遺喜児 一H 品 商;工
町行政相談・人権擁蕗相談中央公民館 5 円 課:

28火
10凹 -15.00 期向。

E つつ貸じ荘出休しz館日
日図寝 中央公民館図書室

2~ 水 島歩行人権政擁護相相談談A可

3([))木
日図画貸出し~中央公民館図書室 女日時 10月28日(刈

10時か ら 3時まで

31主町出張徴収~輿陽寺福祉センター
女場所 中央公民館

9.30-16.0。

58 ご協力を家屋調査に


